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問題意識（まとめ）
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1．モンゴル帝国とパンデミック

①ウイルスや細菌との共生と国家維持の間に相関はあるか（半田）

②モンゴル帝国内の感染が引き起こした変化とは（生田）

2． 欧州のパンデミック

①ペスト（黒死病）の感染拡大の原因と対策（池田）

②ペスト（黒死病）後の人口減少の影響と、社会構造の変化について（三田）

③宗教・芸術・ユダヤ人迫害に見るペスト（黒死病）前後の欧州人の心性の変容（小出・桑原・北山）

3．パンデミックの日本への影響

①日本の神仏信仰と疫病の関連性（山内）

②日本における貿易・経済と感染症（柳沢・光永）

③感染症と日本人の思想・心理（古川）

④日本の科学技術・産業発展と感染症（光永）
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研究報告
１.モンゴル帝国とパンデミック



5

「900〜1200年にユーラシア陸路海路にて東西交流が進む。

モンゴル帝国最盛期1279-1350年は長距離移動の隊商や軍隊などが往来する１大交通網が完成

1331年中国から1347年クリミア、そこから船でヨーロッパと中東のほとんど全ての地域に侵入」
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アジア・ユーラシアを横断したペスト（黒死病）



ジャムチ（站赤・驿站）とは

・駅伝制・駅のこと（現代のSAのよう）

➤馬や宿舎が用意され、情報伝達手段へ

• 通政院（位：從二品）

➤モンゴル高原のジャムチを管理する機関

東から西への感染

・それはどのような状態だったか

➤「隊商たちの常設の宿泊所はどこでも、何十何百という旅人やラクダを食わせるた
めに、食料を同等多量に貯蔵していたから、それを目指して集まったネズミとネズミ
にたかるノミもおびただしく生息していたに違いない。（マクニール）」

・どのような気候だったか、どれぐらいの人々が利用していたかを調査する

ペスト（黒死病）とジャムチについて（2018の応用）
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ペストと軍事行動
・オゴデイの次子の軍が1239年頃にチベットに侵攻

・モンケカーンが1253年頃雲南、大理国に遠征

➤ここでペストの寄生バランスが崩壊したといわれる

・クリミア半島カッファでの包囲攻撃に、生物兵器として

ペスト感染者の遺骸が使用される

➤船でヨーロッパ各地へ（1347年）

ペストと組織
・モンゴル帝国の組織は、ティール組織（信頼に基づいた組織）に似ている～（2018）

➤ティール組織は、新型コロナにどのような対策を行っているのか

モンゴル帝国がペストに対してどのような変化をした？

ペスト（黒死病）に関連した軍事行動と組織
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8朱元璋（洪武帝）1368年～1398年

明（王朝） A.D.1368〜A.D.1644 
漢民族の中国の王朝。紅巾の乱で頭角を現した朱元璋が
1368年、金陵（のちの南京）を都として皇帝位につき、元号
を洪武と定めて明を建国（洪武帝）
元朝の勢力をモンゴル高原に追いやり（北元）、江南を根
拠地として中国統一

・モンゴルは明に再び進行できず(ペスト影響もあるか)

・明もモンゴルに進行するも勢力を拡大するには至らず、
ある領土を維持した

中国固有の論理で国家建設した
社会の隅々まで統制
謀反（むほん）や汚職を弾圧
地主を任命し相互に監視する社会
秩序維持のための法による強制

→ つまり超封建的な社会により秩序を作った

モンゴル帝国と明朝



http://dushu.qiuzao.com/m/mingqingshi/LS1997000K24/LS1997000K24026.html

https://ameblo.jp/rimdom/entry-12541158361.html
明代の登録戸数と登録人口

元の時代の1330年推定人口は6000万人

ペストが中国に侵入したのは1331年
世界に蔓延したのは1347年

元から明に変わったのは1368年

明の時代の1393年推定人口は約5000万人

明の時代はペスト蔓延と重なる

例え戦争でモンゴルがいかに惨忍としても
これだけの人口減少が起こるだろうか
（マクニール、バーンスタイン）

剣よりも病原菌の方が致死率の高い兵器と
も考えられる。

モンゴルは北に撤退へ 9

モンゴル帝国と明朝～人口からみる～



明も減ったが、モンゴルはもっと深刻だったか
モンゴルが残忍だったとしても、明にこれほどの人口の減少が生じるわけではない。
（モンゴル側に資料はない、明は元の資料を焼き捨てた）

・閉鎖的で流動性低い明の政策がモンゴルを追い出すのに功を奏したか？
・中華の確立と発展に寄与したか？

・ペスト下でモンゴルは衰退し、明は国家を強くできた
・自由主義と社会主義
・疫病のコントロールと国家（組織）維持

→現代とつながる話題ではないか

モンゴルを追い出せた理由に感染症は関係したか？
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研究報告
２.欧州のパンデミック



「欧州のパンデミック」問題意識

①ペスト（黒死病）の感染拡大の原因と対策（池田）

②ペスト（黒死病）後の人口減少の影響と、社会構造の変化

について（三田）

③宗教・芸術・ユダヤ人迫害に見るペスト（黒死病）前後の欧

州人の心性の変容（小出・桑原・北山）
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ペスト（黒死病）の感染経路
出典：The National Interest (2018)黒死病の感染経路

ペスト（黒死病）の蔓延

未熟な感染症

対策

人ともに感染

源も移動

輸送量の増加

移動の長距離

化
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・14世紀のヨーロッパは封建社会であった
・この封建社会を支えていたのが、「封建制度」と
「荘園制度」であり、力関係は領主＞農奴であった

出展：クリエイティブ・コモンズ「表示-継承 (CC BY-SA)

出展：ペストの歴史 宮崎 揚弘（P.96より作成）

総人口 死亡者数 死亡率

ゴットフリート ― ー 25～45％

ベネディクトヴ 約8,000万人 約5,000万人 62.50%

J・C・ラッスル 約7,350万人 約2350万人 32%

・ペスト（黒死病）による死者数は、様々な数値が記載されて
いるが、下記図を平均すると3,500万人、死亡率は40％程度
であり、多くの人が亡くなったことがわかる

・ペスト（黒死病）から生き残った人々へ資産移転
(相続)が発生

・贅沢を堪能し、消費が増加
・物価高・人手不足・高賃金を誘発
・農奴を支配していた領主一族が消滅すると

いう事態が発生
・また、人口減少に伴い、労働力不足が生じ、

農奴の地位は向上

封建制度・荘園制度の崩壊

封建制度・荘園制度の崩壊は、ペスト（黒死病）
が直接的影響を及ぼしたのか？

ヨーロッパ班：三田

ペスト（黒死病）後の人口減少の影響と社会構造の変化

14



欧州人の心性変容

ペスト（黒死病）後の欧州人の心性変容とユダヤ人虐待

ペスト（黒死病）の爆発的な感染力と高い致死率

神による罰《温厚な神から峻厳な神へ》

教会では救いを得ることができない

宗教の私物化、現実逃避

温暖な気候

農地拡大
⇩

人口増加
都市建設

余剰生産
⇩

交易活性化

凶作・虫害による飢饉
大地震・雪害

⇩

ペスト（黒死病）発生
⇩

心性の変容
⇩

ペスト（黒死病）＝神罰
神は慈愛⇒畏れの対象
mement mori（死を想え）

内省
⇩

鞭打ち修行僧
宗教私物化

排他
⇩

他者迫害
（障碍者・ユダヤ人

異端審問所）

12・13世紀
1347年～

ペスト（黒死病）の時代
ペスト

（黒死病）以後

ゲットーでの集住 神の怒りを鎮めるいけにえ

教会・王権が迫害を許容 神を殺した罪人

ユダヤ人迫害

ペスト（黒死病）期のユダヤ人迫害

欧州各地での追放、ルーマニア・ウクライナへの移住

迫害が無実化（金貸しだから殺された）

迫害が許容されたまま後世へ

14世紀のユダヤ文化圏

出典：黒川知文
『ユダヤ人迫害史』
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ペスト（黒死病）の芸術への影響

出典：ハンス・ホルバイン「死の舞踏」

出典：ベルン大聖堂（スイス）

ペスト（黒死病）がその後の芸術（絵画・音楽）に
影響を与えた

メメントモリ（死を想え）という思想の広まり
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研究報告
３.パンデミックの日本への影響



「パンデミックの日本への影響」研究分担

１．日本の神仏信仰と疫病の関連性（山内）

２．日本の貿易・経済と感染症（柳沢・光永）

３．感染症と日本人の思想・心理（古川・柳沢）

４．科学の進歩と日本における感染症（光永）
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日本の神仏信仰と感染症

1919

◆病気の理由がわからないため、古来のしきたりをひたすら守る以外に方法がなかった日本人
欧州：神に祈れば救われる ↔︎ 日本：祟りをおさめるために祈るしか術がない
・日本の神々は和魂(にぎたま)と荒魂(あらたま)とを併せ持ち、怒らせると荒魂神となり、祟りとなる。
・疫病は天の神々や地の神々の支配で生ずるもの。
・日本では古より病気を神仏の祟りとして、とりわけ天下に大流行する疫病は、天皇の失策によって天地に

異変が起こり、発生すると信じていた。
・神々を怒らせないように祈祷が行われる
◆546年 仏教伝来と疫病の流行(日本書紀)
・朝廷では、疫病・災害・飢餓に際して、維摩会、仁王会、大般若会、最勝会などを設けて読経を行った。
・737年の痘瘡大流行の際、聖武天皇は、諸国に釈迦仏像と挟持菩薩の造立を命じ、大般若経を写経させた。

平安時代まで：痘瘡の際は大般若経の読経など、幕府が大規模な祈祷を行う
江戸時代から：庶民、各人が神仏に祈る

◆痘瘡神として疫病神をまつる
→痘瘡は新羅からくる病のため、三韓降伏の守り神『住吉大明神』をまつれば病魔に勝つと信じていた。

江戸では出雲大社の末社鷺明神を痘瘡神としてまつった。
◆現代にも続く神仏信仰
→疫病を予言し疫病退散する妖怪『アマビエ』が流行、グッズ化。 ※新羅、高麗、百済の三韓

〜疫病の蔓延とともに高まる神仏信仰〜



モンゴル帝国の雲南侵攻～ペスト拡大期の東アジア（13・14世紀）
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1253年：雲南・ビルマ侵攻

1259年：第4代皇帝モンケ
・カーン感染症により死去

1274年：文永の役（元寇）
1281年：弘安の役（元寇）

1258年
1285年：ベトナム侵攻
1288年

1347年：ペスト欧州で流行

1331年：ペスト中国で流行

ペスト
きっかけ

ペスト
発生

ペスト
拡大

ペ
ス
ト
発
生
せ
ず

ﾏﾗﾘｱ
疱瘡
赤班
咳病

日本

日本
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東路軍、感染症
により船内で
約3,000人死亡

出典：世界の歴史まっぷ



14世紀の貿易とペスト（黒死病）の伝播（日本と欧州の違い）

21

日本にペストが伝播しなかった理由：
①貿易品目：日本「銅銭・陶磁器・茶・書画」欧州「絹織物・毛皮」
②貿易量：日元貿易は、管理貿易の中の民間貿易活況

中国と黒海を結ぶ
交易ルートによる

ペスト（黒死病）の伝播 日元貿易活況
ペスト伝播せず

出典：世界の歴史まっぷ
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梅毒経路

出典：小学館 日本大百科全書（ニッポニカ）

梅毒の感染ルート
1493年～ スペイン・イタリアから

ヨーロッパに拡大
1498年～ インド⇒インドネシア
1505年～ 広東から中国(明）に拡大

後期倭寇が運んだ梅毒
漢人・ポルトガル人・日本人（3割）

「中国ルート」と「琉球ルート」から
1512年～ 日本に拡大：貿易ルート

倭寇経路 17世紀～４つの口（琉球・長崎・対馬・蝦夷）

感染症流入（天然痘・マラリア・麻疹）

16世紀の貿易と「梅毒」の伝播（14世紀ペストと違い日本に流入）
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麻疹・天然痘など、古くから日本にあるものの他、海外からの感染症が流行

1730年 インフルエンザ大流行 長崎から全日本に広まった

1822年 日本で初めてコレラが観察された。清国を経由し、米艦ミシシッピー号が持ち込んだ。

鎖国状態から、アメリカから急な開国を迫られたこと、感染症が海外からもたらされたことも
相まって、攘夷運動が起こる要因ともなった。

貿易・海外視察によって日本にインフルエンザ・コレラなどの感染症が広まった。

しかし、これと共に感染症を対処するための方法がもたらされ、医学の発達が進んだ。

江戸時代の感染症
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スペイン風邪
インフルエンザ

ペスト
（黒死病）

病原体

ﾊﾟﾝﾃﾞﾐｯｸ

日
本
人
の
貢
献

梅毒

7世紀 14世紀 16世紀 17世紀 19世紀 20世紀 現代

ウィルスの発見細菌の発見

顕
微
鏡

顕微鏡発明
1550年

光学顕微鏡進歩
17世紀後半～

電子顕微鏡発明・進歩
1932年～

ペスト
コレラ・結核

秦佐八郎緒方洪庵 志賀潔北里柴三郎

天然痘
19世紀

赤痢菌発見
19世紀

梅毒特効薬開発
20世紀

紀元前

天然痘
SARS
MERS
COVID-19

ペスト菌発見
19世紀

日本における感染症と「科学発展史」
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天然痘

長崎・出島

大阪

1849年
緒方洪庵

「除痘館」設立

1850年
緒方洪庵

「足守除痘館」
（岡山）設立

1849年
蘭方医学禁止令
1858年
蘭方医学海禁
「お玉が池種痘所」設立
牛痘接種、関東で開始

↓

緒方洪庵、江戸へ
「西洋医学所」頭取に

江戸

岡山（足守藩）

1849年

日本で初めての痘苗

ジャワ島から上陸
牛痘接種に成功

1867年
孝明天皇、天然痘
にて死去

1955年
日本における
天然痘撲滅

1980年
WHO
天然痘根絶宣言

2002年
ブッシュ大統領
天然痘バイオテロ
種痘接種60万人

1946年
外地引揚
天然痘3,000人死亡

1796年 英・ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ・ｼﾞｪﾝﾅｰの牛痘接種法発見から、
遅れること半世紀を経て、日本で牛痘接種が広まる。

感染症への日本人の貢献～天然痘と緒方洪庵～
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研究報告
４. 現代的意義とポストコロナ



ヒアリング報告まとめ
脇村先生・黒川先生
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はじめに

2020/8/130

 拙論「疫病のグローバル・ヒストリー：疫病史と交易史の接点」（『地域研
究』Vol.7, No.2, 2006年2月）での問題設定

 「本稿の目的は、疫病史と交易史の接点を探ろうとするところにある。具体的には、
世界史における「帝国」の展開過程や世界のグローバル化の進行といった事態と
大規模な疫病の発生との関連を問うことになる」と書いた。

 本日の問題設定

 主に、「疫病のグローバル・ヒストリー」を、地政学的な視野から考えることにしたい。
その際、思考のモデルとして、梅棹忠夫氏「文明の生態史観」を採ることにする。

 ユーラシア大陸における遊牧民の影響を受ける地域（第二地域）

 その影響を受けない地域（第一地域）

感染症への日本人の貢献～天然痘と緒方洪庵～アジア経済史・インド社会経済学専門：脇村先生へのヒアリング



おわりに

2020/8/131

 14世紀および15世紀に、中央ユーラシアでは、ペストがもたらした人的

被害は、社会・経済に致命的な打撃を与えた。これが、その後の世界史
の帰趨に大きな影響を与えた。

 西ヨーロッパの場合、ペストから甚大な影響を受けつつも、その後、特
に16世紀以降、基本的には回復過程に入った。ただし、今日の私の話
では、その点を全く述べることができなかった。他日を期したい。

 他方で、日本は、ユーラシア大陸の「疾病の貯水池（disease pool）」 か
ら「適度な距離」を保ちうる位置にあったと言えるのではないか。

感染症への日本人の貢献～天然痘と緒方洪庵～アジア経済史・インド社会経済学専門：脇村先生へのヒアリング
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感染症への日本人の貢献～天然痘と緒方洪庵～欧州史・宗教史専門：黒川先生へのヒアリング



ペストによる社会構造上の変化：ヨーロッパの
「疫病統一体」から「革命統一体」へ

農民人口の減少→地位向上・待遇改善→独立自営農民→農民一揆

資産移転 都市集中 1357年ジャックリーの乱

1381年ワットタイラーの乱

農民人口の減少→労働力不足→農作業の機械化（水車等）・活版印刷術

↓

貴族の疲弊→封建反動・騎士の略奪→農民一揆で損害→諸侯・騎士の没落

聖職者の半減→若年聖職者の弊害・ロラード派（ウィクリフ）の浸透

陸路による商取引の衰退→海路による商取引の発展

1374-1435年ハンザ同盟の進展

各都市に公衆衛生局設置 検疫（イタリア40日間） 死亡告知表発行

感染症への日本人の貢献～天然痘と緒方洪庵～欧州史・宗教史専門：黒川先生へのヒアリング



ペストによる欧州人の心性の変容
〇 反ユダヤ主義の先鋭化→ユダヤ人迫害・追放→ユダヤ人の東欧移住

〇 キリスト教の死生観の定着―「死の舞踏」「メメント・モリ」 終末信仰

〇 教皇権の衰退→信徒による宗教運動の進展・・・・・・・・・・・・宗教改革

〇 神への信仰の弱小化→人間への注目・・・・・・・・・・・・・・・・ルネサンス

個人主義

感染症への日本人の貢献～天然痘と緒方洪庵～欧州史・宗教史専門：黒川先生へのヒアリング



年間スケジュール
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回 月 日 議　題 文献調査 フィールドワーク 備　考 

1 16
初回学長講話
自己紹介
今年度テーマ方向性

2 23 分担発表 次回ベース文献疑問など報告
年間スケジュール確定
Google driveシェア
Facebookグループ作成

3 30 分担発表 次回ベース文献疑問など報告 アジア班メンバー確定
4 6 分担発表 次回ベース文献疑問など報告

5 13
分担発表
研究計画発表ＰＰＴ確認

文献集計・目次

6 20
分担発表
研究計画発表ＰＰＴ確認

文献集計・目次

7 27
分担発表
研究計画発表ＰＰＴ確認

文献集計・目次 FW検討（仮）

8 4 ◆研究計画中間発表 研究テーマ、目的、問題意識、目次、文献、フィールドワーク
9 11 ◆研究計画中間発表 研究テーマ、目的、問題意識、目次、文献、フィールドワーク

10 18
研究計画発表反省
中間発表に向けた計画

11 25 分担発表 中間発表に向けた討議

12 1 フィールドワーク 大阪経済大学　脇村先生
8 休講

15 フィールドワーク 中央学院大学　黒川先生

27/28
◆夏季合宿（予定）
箱根水明荘

5

6

7

8

発表者（役割分担）：1.研究概要、2.目次、3.内容、4.参考文献・研究計画・ＦＷ
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年間スケジュール
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5 休講
12 休講

19 休講

13 26
下期進行確認
分担発表

各執筆原稿の発表(状況報告）
年間スケジュール再確認
下期加入メンバー確定

14 3 分担発表 各執筆原稿の発表(状況報告）
15 10 分担発表 各執筆原稿の発表(状況報告）

16 17 分担発表 各執筆原稿の発表(状況報告） 　

17 24 分担発表 各執筆原稿の発表(状況報告）

18 31
PPT目次レビュー
分担確認
論文推敲全体確認

各自完成版を持ち寄る

19 7
PPT目次レビュー
分担確認
論文推敲全体確認

全体を印刷して確認

14 休講 多摩大学学祭予定

20 21
PPT目次レビュー
分担確認
論文推敲全体確認

全体を印刷して確認

21 28
PPTレビュー
AL祭・最終発表に向けて

22 5
PPTレビュー
AL祭・最終発表に向けて

23 12
◆アクティブラーニング
祭？

24 19 ◆論文発表・提出？

26 休講

2 休講
25 9 2019年度最終講義

16 休講 センター試験

26 23
◆論文提出/懇親会
（年度最終日）

30 懇親会

アクティブラーニング(AL)祭　（多摩キャンパス？）

10

11

12

1

9

最終論文（完成版）提出日

9月
フィールドワーク予定
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参考文献・論文 全78件

1. 寺島実郎『日本再生の基軸』(岩波書店,2020)
2. 飯島渉『ペストと近代中国』(研文出版,2000)
3. 飯島渉『感染症の中国史──公衆衛生と東アジア』(中公新書、中央公論新社,2009)
4. 飯島渉『感染症と私たちの歴史・これから』(歴史総合パートナーズ第4巻、清水書院,2018)
5. 石坂尚武『どうしてルターの宗教改革は起こったか──ペストと社会史から見る』(ナカニシヤ出版,2017)
6. 石坂尚武『イタリアの黒死病関係史料集』(刀水書房,2017)
7. 石坂尚武『苦難と心性──イタリア・ルネサンス期の黒死病』(刀水書房,2018)
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17. 酒井シヅ『病が語る日本史』(講談社,2002)
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21. 杉山正明『モンゴル帝国の興亡(上）』(講談社現代新書,1996)
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以降資料



研究方法

文献研究とフィールドワークを中心に研究活動を行う。

2017年〜2019年はユーラシア大陸をつなげたモンゴル帝国や
その周辺国に焦点をあてた。

2020年は新型コロナウイルスによる世界的な感染拡大を踏まえ、
パンデミックの歴史研究を行う。
グローバル化がもたらせたパンデミックによる現象とその影響、
現代におけるポストコロナの世界を考える。

歴史的観点、経営組織論、国際経営論からも分析

フィールドワークは社会情勢や訪問先の都合も踏まえ計画

47



テーマ構成

1章

2章

3章

4章

モンゴル帝国とパンデミック
（半田・生田）

欧州のパンデミック
（北山・三田・小出・桑原・池田）

パンデミックの日本への影響
（光永・山内・柳沢・古川）

現代的意義とポストコロナ
（塚原・和泉）
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2017年～2019年 論文の結論 ～モンゴル帝国史研究史4年目

49

モンゴル帝国が現代にもたらすもの
1. 「経済連携」による「平和と安定」
2. リーダー（チンギス・カーン）の「思想」と多様性の受容

得られた示唆
1. 歴史は繰り返す：ゆるやかな統治の限界点
2. 拡大から縮小過程の生き方：成長だけではない生き方
3. リーダーの資質：資質とガバナンスの低下

得られた示唆
1. 大帝国の属国でありながらも自らの価値を最大化する立ち回り
2. 柔軟な思考と強固なアイデンティティによる国家（組織）維持

2017

2018

2019



年表（ 918年～1392年のうち1238年〜）

5
0

高麗 中国・モンゴル帝国 日本
1238年 蒙古軍第5次高麗侵入
1247年 高麗、モンゴルへの貢納をやめる
1254年 蒙古軍第6次侵入

1258年 蒙古へ降伏
1259年 モンゴル（クビライ政権）に服属。
1270年 高麗 「慈悲嶺」以北の広大な東寧路を

奪われる。

1271年 忠烈王クビライの皇女、忽都魯掲里迷失
（クトゥルク＝ケルミシュ）と婚姻の許諾を得る

1272年 忠烈王 クビライに日本侵略を提言。
軍船の造船を申し出る

1274年 日本侵略のため、戦艦大小九百艘を
造船する。

1287年 元、高麗に征東行省を設立(後期征東
行省)高麗王を長官に任命

1297年 クビライの娘忽都魯掲里迷失死去。
元との関係が壊れる

1392年 高麗が滅びる

1253年 雲南の大理国、モンゴル帝国に降伏
1257年 ベトナムの陳朝、モンゴル帝国に降伏

1271年 モンゴル帝国のクビライ、国号を大元に
改める。首都大都

1274年 元、日本に遠征し失敗
1276年 元のバヤンにより南宋滅亡
1279年 崖山の戦い
1281年 元、再び日本に遠征し失敗
1282年 チャンパ王国、元に降伏

1284年 元、再びチャンパ王国に遠征。その後、
チャンパ、陳朝連合軍の抵抗により敗退

1292年 シンガサリ王国に遠征

1294年 クビライ・ハン死去

1361年 朱元璋が南京で大明を建てる

1247年 宝治合戦

1268年 北条時宗が執権に就く

1274年 文永の役

1281年 弘安の役

1285年 霜月騒動

1290年 浅原事件

1293年 平禅門の乱。鎌倉大地震

1305年 嘉元の乱

1347年～
ペスト（黒死病）
流行に着目



感染症の歴史

5
1

流行は500年代、1300年代、1800年代後半の３回あったが特に大規模な流行が２、３回目であり、
３回目の流行時での調査でパスツール研究所のアレクサンドル・エルサンはベスト菌の分離に成功

ペスト（黒死病）



ペストとは

5
2

〈語源〉
ラテン語：ペスティス（Pestis）
古来サンスクリット語：ピー（Pvi）

意味は「流行」「破滅」
全世界で二億人が死亡と考えられている

1 エルシニア属細菌の一種，ペスト菌
感染に起因する全身性の侵襲性感染症

2げっ歯類を保菌宿主
主に節足動物（ノミ等）によって伝播

３腺ペスト（ノミ媒介）、敗血症ペスト、
腺ペスト（空気感染）が感染経路



ヒトの進化が及ぼしたウイルス・細菌への影響

5
3

衣服

ヒト
生態系の頂点へ

ヒト増加は生態系、動植物の分布形態をゆがめ占拠し、

動植物の「種」はより少なく「数」はより多く

農耕と畜産により、
地球史各地でヒト増加

住居 道具



文明内で収まっていた従来の感染

54

「人口集中地域は
ヒトを宿主とする
感染連鎖の確立に

好都合

 人口集中地域では寄生のバランスが整えられていた。
 文明間同士の定期的な何らかの安定した組織的な機構はなかった

⇒感染症が広がる機会はごく稀だった
54



ウイルスと細菌の違い

出典：https://www.at-s.com/news/article/featured/culture_life/kansen/755247.html

ペストは細菌

55



世界に拡散したペスト（黒死病）

56

13～14世紀…疫病の時代（モンゴルとその後）

15世紀 ……祈っても神は助けず
→ 科学による神学の乗り越え（ルネサンス）
→ 人口減を補う技術開発（産業革命の萌芽）

ドイツのMichael Wolgemut（1434–1519）、1493年作
「Tanz der Gerippe」（死の舞踏）

56



北里柴三郎(1853-1931)
資料/学校法人北里研究所

アレクサンドル・エルサン
(Alexandre Yersin, 1863-1945)

“ペスト菌の発見”

1894年（明治27年）６/１４
流行下の香港で北里柴三郎が発見

直後、同じく香港で
アレクサンドル・エルサン（A. Yersin）も発見

栄誉は雑菌を分離して発表した
アレクサンドル・エルサンのものに

57



問題意識 計20件

58

1．モンゴル帝国とパンデミック

①ウイルスや細菌との共生と国家維持の間に相関はあるか（半田）

②モンゴル帝国内の感染が引き起こした変化とは（生田）

2． 欧州のパンデミック

①ペスト（黒死病）後の人口減少の影響と、産業構造の変化について（三田）

②ペスト（黒死病）が中世欧州の芸術に与えた影響について（小出）

③ユダヤ人迫害の原因と宗教的背景について（桑原）

④ペスト（黒死病）の感染拡大の原因と対策（池田）

⑤なぜ欧州人はキリスト教を棄てなかったのか（北山）

⑥なぜユダヤ人迫害は起こり、後世にどのような影響を与えたのか（北山）

3．パンデミックの日本への影響

①日本の熱心な神仏信仰の裏には、実は疫病が大いに関係していたのではないか（山内）

②14世紀ペスト（黒死病）が伝播しなかったことと日元貿易の関連性、15世紀梅毒が伝播したことと日明貿易・倭寇との関連性の違いはある

のか。（光永）

③モンゴル帝国の属国であった高麗に、14世紀ペスト（黒死病）が伝播しなかったのはなぜか、日本との違いは何か。（光永）

④モンゴル帝国の侵攻を退けた日本とベトナムであるが、14世紀ベトナムはペスト（黒死病）に侵され、日本は防げた要因は、往来や貿易の

違いにあるのか。（光永）

⑤江戸時代までの日本人は感染症に対しどのような意識を持ち、どの程度の危機感を持っていたのか、具体的な感染症対策は何だったのか。

（柳沢）

⑥江戸時代「４つの口」と感染症の関連性はどの様なものか。（柳沢）

⑦日本人の自然観と海外の自然観の違いによって、感染症の広がりには関係性があるのか。（古川）

⑧感染症の病原体特定やワクチン・治療薬開発に、日本人はどれだけ貢献したのか（光永） 58


